今回は、私ユッキー1人で楽曲をテーマに作った物語を読んでいきたいと思います
第一回目の今回のテーマにする楽曲は、森山直太朗さんのさくら(独唱)です
それでは、始めていきますね
「あれは桜が咲き誇る前の出来事だった私は、ある男の人と出会ったのである桜が咲く4月になると別れが訪れるのを知っていながら私は、その男に恋をした
思いを告げる事もなく、私達は、限られた時間の中で、1つでも多くの想い出は作る為、来る日も来る日も2人で遊び明かした
そしてとうとうその時は来てしまった
桜が咲くちょっと前に出会い仲良くなった私達は、カップルになる事無く、友達のまま桜が散る頃の別れの時を迎えたのである
桜が散っている並木道の上で私達は出会い、そして別れるのであった
またいつか会える日を信じていつまでもいつまでも待っているよと手を振り私は、男が見えなくなるまで叫び続けた
短い間の付き合いではあったけどあなたは、どんなに苦しい事、辛い事があっても私の前ではいつも笑っていただから私も挫けそうになりかけた時でも頑張ろうって思えたんだよ
そう心の中で感謝しながら私は、つい、数週間前に出会った友達を見送った
彼が見えなくなるまで笑顔で見えなくなってから私は、泣き崩れた
今なら言えるかなあなたが好きだって事あなたに一目惚れしましたって
友達として付き合い始め更に好きになった事を
でも諦め無いとダメだよねあなたには、叶えたい夢があるんだもんね
そのためには、今この街から旅立たないといけないんだもんね
でも夢を叶えたらまたこの場所に戻って来てね
その時に私とは違う女の人と一緒でも良いからさ
いつになるか解らないけど、私は、この桜並木の下で会える事を信じて待っているからね
そう彼のいなくなった桜が散っていっている道でいつか一緒に行ったカラオケで歌ったあなたの歌声を思い出し泣きながら独り言を言うのであった」
